
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

５

平成 26 年度 香美町消防団出初式

「ごみの分け方・出し方」説明会を開催

犬の登録・狂犬病予防接種

役場各課などからのお知らせ　　ほか

110
平成 26 年（2014）

2

4

10
12

－ 魚（とと）の日は、魚尽くし！ －
魚を食べよう！　ととフェス

　「香美町魚食の普及の促進に関する条例」の施行

を記念して 4月 20 日、香住水産加工業協同組合の

上屋で「魚を食べよう！ ととフェス」が行われました。

　ハタハタ、カレイ、ニギスなどの水産加工品、そ

して、ツバス、ドギ、スルメイカなどの新鮮な魚介

類を「とと」にちなんで 1㎏当たり 1,010 円で販売。

買い求める多くの皆さんで、上屋の中は活気であふ

れていました。（本号 11ページに関連記事を掲載）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

有
事
の
際
に
は
訓
練
で
培
わ
れ
た
知
識
や

技
術
を
駆
使
し
て
消
防
・
防
災
活
動
を
、
平

時
に
は
、
地
域
に
密
着
し
て
予
防
消
防
を
行

う
な
ど
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と

い
う
精
神
に
基
づ
き
活
動
す
る
消
防
団
員
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
社
会
情
勢

の
変
化
か
ら
、
全
国
的
に
団
員
数
は
減
少
し

て
い
て
、
地
域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を
図

る
観
点
か
ら
も
団
員
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
抱
え
な

が
ら
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
を
は
じ
め
、
近
年
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
で
、

即
時
対
応
の
面
か
ら
消
防
団
に
対
す
る
期
待

が
さ
ら
に
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
団
員
数
も
、
平
成
17
年
の
合
併
時

は
１
１
３
５
人
で
し
た
が
、
今
年
４
月
で
は

９
８
３
人
と
な
り
、
９
年
間
で
１
５
２
人
、

１
割
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
（
い
ず
れ
も
実

人
員
）。
し
か
し
、
各
団
員
の
消
防
に
対
す

る
士
気
は
衰
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
６
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
た
香
美
町
消
防
団
の
出
初
式
。

出
席
し
た
全
団
員
が
、
町
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
消
防
人
と
し
て
の
職
責

と
、
消
防
・
防
災
活
動
に
対
す
る
意

識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
出
初
式
は
、
４
月
１
日
付
で

香
美
町
消
防
団
長
に
就
任
し
た
西
村
功
団

長
（
村
岡
区
和
池
）
の
初
指
揮
に
よ
る
も
の
。

西
村
団
長
の
就
任
は
、
平
成
23
年
か
ら
３
年

間
、
団
長
の
重
責
を
担
わ
れ
て
い
た
青
山
喜

一
さ
ん
の
勇
退
に
伴
う
も
の
で
す
。
多
数
の

来
賓
が
見
守
る
な
か
、
新
役
員
に
対
す
る
辞

令
交
付
や
新
入
団
員
の
任
命
、
長
年
に
わ
た

る
消
防
活
動
の
功
績
に
対
す
る
表
彰
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
出
席
し
た
５
０
５
人
の
団
員
を
前

に
西
村
団
長
は
「
近
年
の
災
害
は
予
測
が
困

難
。
そ
う
し
た
災
害
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

も
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
有
事

に
備
え
た
万
全
の
体
制
づ
く
り
と
日
ご
ろ
の

訓
練
が
重
要
」
と
語
り
、「
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
団
員
と

し
て
の
自
覚
、
知
識
や
技
術
の
研
鑚
、
な
に

よ
り
常
に
危
機
意
識
を
持
っ
て
消
防
活
動
に

励
ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
私
自
身
も
歴

代
団
長
の
名
を
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
一
層

精
進
し
て
い
く
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
団
員
は
36
人
。
緊
張
し
た

面
持
ち
で
任
命
辞
令
の
代
表
受
領
に
臨
ん
だ

香
住
支
団
柴
山
分
団
の
山
本
奨

た
す
く

団
員
は
「
一

日
も
早
く
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
、
地
域

の
中
核
と
し
て
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
た

い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲ 式典では、長年の消防活動の功績を讃え、数多くの表彰
状の伝達が行われました。

　 このうち、3月 31 日付で消防団を勇退された前香美町消
防団長 青山喜一さん（香住区畑）には、浜上町長から町
長感謝状が贈られました。

　 青山さんは、50 年 11 ヵ月、半世紀の長きにわたり消防活
動に精励され、在職中には旧香住町の副団長を約 7年間、
香美町の消防団長を 1期 3年間務められました。

▲ 西村団長を前にして、新入団員を代表して誓いの言葉を
述べる山本団員

平
成
26
年
度 

香
美
町
消
防
団
出
初
式

消
防
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課
防
災
安
全
室

▲ 消防団の発展と災害のない 1年を祈って行われた
　万歳三唱
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香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

【
香
住
支
団
】

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
西
内
一
博

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
佐
藤
尚し

ょ

う

む武
、

磯
田
啓
介
、
橋
本
昭
弘

◇
分
団
長

・ 

支
団
本
部
…
渡
邉 
孝
、
清
水
容よ

し

か

ず和
、

濵
本
幸
広
、
今
西
康
喜

・
香
住
特
設
分
団
…
…
…
津
田
義よ

し

の

り典

・
香
住
第
１
分
団
…
…
…
水
田
載こ

と

ひ

さ久

・
香
住
第
２
分
団
…
…
…
山
本
恭や

す

ひ

さ久

・
香
住
第
３
分
団
…
…
…
川
戸
英
明

・
香
住
第
４
分
団
…
…
…
河
崎
博
之

・
香
住
第
５
分
団
…
…
…
谷
原
裕
典

・
余
部
分
団
…
…
…
…
…
山
崎
幸
広

・
柴
山
分
団
…
…
…
…
…
今
西 

強

・
佐
津
分
団
…
…
…
…
…
茨 

勝

・
奥
佐
津
分
団
…
…
…
…
田
門
秀
信

・
長
井
第
１
分
団
…
…
…
清
水
卓
也

・
長
井
第
２
分
団
…
…
…
原
本
博
一

　【
村
岡
支
団
】

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
今
後
武
司

◇
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
古
家 

学
、

　

東 

俊と

し

か

ず一
、
石
井 

勇

◇
分
団
長

・ 

支
団
本
部
…
長
岡
裕
文
、
小
谷
佳
和
、

西
崎 

昭
、
中
村
彰
作

・
村
岡
特
設
第
１
分
団
…
今
岡
義
孝

・
村
岡
特
設
第
２
分
団
…
木
谷 

高

・
村
岡
特
設
第
３
分
団
…
井
上
昭
二

・
村
岡
特
設
第
４
分
団
…
天
良
雅
之

・
村
岡
第
１
分
団
…
…
…
山
田
貴
広

・
村
岡
第
２
分
団
…
…
…
小
林
久
之

・
村
岡
第
３
分
団
…
…
…
上
田
昌
司

・
村
岡
第
４
分
団
…
…
…
小
谷
和
浩

・
村
岡
第
５
分
団
…
…
…
田
野
昭
博

・
村
岡
第
６
分
団
…
…
…
西
村
一
敏

・
村
岡
第
７
分
団
…
…
…
山
本
隆
敏

・
村
岡
第
８
分
団
…
…
…
古
川
尊
史

・
村
岡
第
９
分
団
…
…
…
田
中 

渉

・
村
岡
第
10
分
団
…
…
…
石
井
精
一

・
村
岡
第
11
分
団
…
…
…
山
本
和
行

【
小
代
支
団
】

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
邊
見
八
郎

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
西
村
吉
弘
、

古
岡
敏
幸

◇
分
団
長

・ 

支
団
本
部
…
田
中
公
雄
、
中
村
達
也
、

朝
倉
富
昭
、
古
岡
恵
祐

・
小
代
特
設
第
１
分
団
…
吉
田
修
久

・
小
代
特
設
第
２
分
団
…
坂
本
知の

り

ゆ

き行

・
小
代
第
１
分
団
…
…
…
上
治
紀の

り

ひ

と仁

・
小
代
第
２
分
団
…
…
…
井
上
武
志

・
小
代
第
３
分
団
…
…
…
田
淵 

崇

・
小
代
第
４
分
団
…
…
…
中
村
好
宏

・
小
代
第
５
分
団
…
…
…
澤
田
圭
一

・
小
代
第
６
分
団
…
…
…
毛
戸
雅ま

さ

と人

◇
団
長
…
西
村 

功

?
問い合わせ先

役場総務課防災安全室

記録的短時間大雨情報って記録的短時間大雨情報って
何だろう？何だろう？

大雨警報を発表して警戒を呼びかけてい

るさなかに、数年に一度くらいしか現

れないような 1時間雨量が観測される場合

があります。

こうした状態は重大な災害に結びつく場

合が多いことから「ある地域で記録的

な大雨が降っている」ことを注意喚起するた

めに「記録的短時間大雨情報」が発表されます。

発表された場合は、より一層の警戒が

必要になり、本町では 1 時間雨量が

100mm以上の場合に発表されます。

大雨特別警報との違いは？

　特別警報とは、警報の発令基準をはるかに

超えるような甚大な災害が発生する場合に、

都道府県単位で発表される警報です。

　大雨の特別警報は、数時間以上継続するよ

うな現象を対象にしているため、継続時間が

１時間程度の「局所的大雨」の場合は、記録

的短時間大雨情報が発表されます。

【大雨に関する防災気象情報の流れ】
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

日本語学習支援
ボランティア養成講座

外国語が話せなくても大丈夫！

●問い合わせ（申し込み）先　役場企画課

　日本語が分からなくて困っている外国人のために、

日本語学習の支援を行うボランティアの養成講座を開

設します。

　日本語学習の支援を通して交流を深め、お互いを理

解し、尊重しあえる「暮らしやすいまち」づくりにつ

いて考える機会としてみませんか。

▼とき

　6 月 14 日（土）、21（土）のいずれも 10:00

～ 16:00（2回の連続講座）

▼ところ

　村岡区中央公民館

▼受講料、定員

　無料、定員なし

▼募集対象

　外国人に日本語を教えるボランティア活動を希

望する人（おおむね 20歳以上）

▼申込方法

　電話、FAXで 5月末までにお申し込みください。

10
月
１
日
か
ら
の
分
別
区
分
の
変
更
に
備
え
て

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
説
明
会
を
開
催
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課　
　
　

※
出
前
講
座
の
申
し
込
み
は
役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ

　

本
誌
前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

今
年
10
月
か
ら
ご
み
の
分
別
区
分
が
、
現
在

の
５
区
分
か
ら
９
区
分
に
変
わ
り
ま
す
（
左

図
の
と
お
り
）。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
町

内
10
地
区
12
会
場
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
程
や
会
場
は
下
表
の
と
お
り
で
す
が
、

お
住
ま
い
の
地
区
以
外
の
説
明
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

10 月 1 日からの新しい９区分
①
燃
や
す
ご
み

②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

④
カ
ン
・
ビ
ン

⑤
燃
や
さ
な
い
ご
み

⑥
蛍
光
管

⑦
粗
大
ご
み

⑧
乾
電
池
類

⑨
紙
製
容
器
包
装

現在の５区分
①
燃
え
る
ご
み

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

③
カ
ン
・
ビ
ン
類

④
雑
粗
大
ご
み

⑤
危
険
ご
み

　

な
お
、
説
明
会
に
参
加
す
る
人
は
、
後
日

配
布
予
定
の
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
前
講
座
も
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
役
場
ま
た
は
各
地
域
局

に
備
え
付
け
の
「
香
美
町
出
前
講
座
開
講
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

地区 日程 会場

1 奥佐津地区 6月 17日（火） 奥佐津地区公民館

2 佐津地区 6月 19日（木） 佐津地区公民館

3 柴山地区 6月 20日（金） 上計ふれあい会館

4
香住地区①

（境、一日市、若松）
6月 23日（月） 香住文化会館

5
香住地区②

（香住、西香住、七日市）
6月 27日（金） 香住文化会館

6
香住地区③

（駅前、森、間室、油良、矢田、下浜）
6月 30日（月） 香住文化会館

7 長井地区 7月 1日（火） 長井地区公民館

8 余部地区 7月 3日（木） 余部地区公民館

9 村岡地区 7月 4日（金） 村岡区中央公民館

10 兎塚地区 7月 8日（火） 兎塚地区公民館

11 射添地区 7月 10日（木） 射添会館

12 小代地区 7月 11日（金） 小代区総合センター

「ごみの分け方・出し方」説明会開催一覧

※各会場とも 19:30 から開催し、説明時間は約 1時間程度です。
※日程や会場が変更になった場合は、行政放送などでお知らせします。
※駐車スペースに限りがあります。
　徒歩や車に乗り合わせてのご来場にご協力ください。

　

説
明
会
や
出
前
講
座
で
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
今

後
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

犬の登録
狂犬病予防接種

ご都合のよい日時・会場で必ず受けてください

●問い合わせ先　役場町民課・各地域局

＜登録・狂犬病予防注射にかかる料金＞

・平成 25 年度までに狂犬病予防注射を受けた犬

　→注射、注射済票交付手数料 … 3,200 円

・初めて登録し、狂犬病予防注射を受ける犬

　→登録手数料、注射、注射済票交付手数料  … 6,200 円

＜昨年からの変更点＞

　昨年の接種実績により会場を統合している場合がありま

す。下表を十分確認のうえ、各会場に出向いてください。

日程 対象地区 時間 場所

5
月
20
日(

火)

土生、本見塚 9:00 ～ 9:02 土生区入り口

西下岡、下岡、上岡、
隼人

9:10 ～ 9:20 奥佐津地区公民館前

畑、大梶、三川 9:30 ～ 9:35 畑区公民館前

九斗、米地、
丹生地

9:45 ～ 9:50
丹生地構造改善
センター前

相谷 10:10 ～ 10:12 相谷区公民館前

奥安木、浜安木 10:25 ～ 10:30 佐津地区健康管理施設前

訓谷、無南垣 10:35 ～ 10:40 佐津地区公民館前

浦上、上計 10:55 ～ 11:05 柴山地区公民館前

沖浦 11:10 ～ 11:15 沖浦区公民館前

境、一日市 11:25 ～ 11:35 一日市区公民館前

5
月
21
日(

水)

市午、梶原、浜、西、
御崎、鎧

9:00 ～ 9:05 余部地区公民館前

矢田、下浜 9:25 ～ 9:30 下浜区公会堂前

森、間室、油良 9:35 ～ 9:45 森区公民館前

守柄、加鹿野 9:50 ～ 9:55 守柄橋付近

三谷、大谷 10:05 ～ 10:10 大谷橋（三谷側）

大野、小原 10:15 ～ 10:20 大野橋付近

中野、藤、八原 10:30 ～ 10:35 八原区公園

西香住、七日市、
駅前

10:50 ～ 11:00
駅前コミュニティ
センター前

若松、香住 11:10 ～ 11:30 香住文化会館前

【香住区】

日程 対象地区 時間 場所

5
月
14
日(

水)

石寺、広井 9:30 ～ 9:40 広井集会所

神水、水間、猪之谷、
神場

9:50 ～ 10:00
神水農協

ライスセンター

忠宮、実山、平野 10:10 ～ 10:20 多他神社の下

貫田 10:30 ～ 10:40 貫田集会所

東垣、鍛治屋、佐坊 10:50 ～ 11:00 東垣堂の前広場

秋岡 11:10 ～ 11:20 秋岡バス停

新屋、茅野 11:30 ～ 11:40 新屋集会所駐車場

大谷、城山、久須部、
熱田、野間谷

11:50 ～ 12:00 小代地域局駐車場

【小代区】

－ ご注意ください !! －
注射は健康な犬を対象に行いますので、当日

は犬の体調にご注意ください。

健康状態に不安がある場合には、注射を受け

る前に獣医師へご相談ください。　　　

かかりつけの獣医師がある場合には、できる

だけ動物病院で狂犬病予防接種を受けてくだ

さい。

会場周辺でフンをした場合は、飼い主が責任

を持って処分してください。

会場で暴れないよう、犬をしっかりとしつけ

られる人がお連れください。

生後 91日以上の犬は、生涯１回の登録と毎年

の注射が法律により義務づけられています。

豊岡健康福祉事務所からのお知らせ

■飼い主には「終生飼養」の責任があります。

　最後まで愛情と責任を持って飼いましょう！

■ ペットが迷子になったら、すぐに

豊岡健康福祉事務所（℡ 0796・

26・3666）か最寄りの警察署に

連絡しましょう！

【村岡区】

日程 対象地区 時間 場所

5
月
15
日(

木)

福岡、八井谷、大野、
黒田

9:00 ～ 9:20 福岡体育館

口大谷、中大谷 9:30 ～ 9:40 旧太谷荘前

大笹 9:45 ～ 9:55 大笹バス停

高坂、池ヶ平、和池、
森脇

10:05 ～ 10:15 和池四つ角

宿、日影、作山 10:20 ～ 10:30 日影体育館

耀山、市原 10:35 ～ 10:45 市原橋

高井、寺河内 10:50 ～ 11:00 寺河内バス停

光陽、大糠 11:05 ～ 11:15 光陽公会堂

相田、神坂、萩山、
板仕野

11:20 ～ 11:30 神坂バス停

5
月
16
日(

金)

境、山田、長瀬 9:25 ～ 9:35 長瀬バス停

味取、原、長須 9:40 ～ 9:50 原診療所

高津、川会、丸味、
和佐父

10:00 ～ 10:10 射添会館

入江、和田、小城、
長板、熊波

10:15 ～ 10:30 和田公会堂

柤岡 10:40 ～ 10:50 柤岡バス停

村岡（大字 10区）、
鹿田、用野

11:10 ～ 11:30 つつじの里
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　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ 開運商法の祈とうサービス ～～～～～～～～～～～～～～～ 開運運運運運運運運運運運運運商商商商商商商商商商法法法法法法法法法法法法法法ののののののののののののののの祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈ととととととととととととととうううううううううううううううササササササササササササササービビビビビビビビビビビビビビビススススススススススススススス ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 開開開開開開運運運運運運運運運運運運運商商商商商商商商商商商商商商法法法法法法法法法法法法法法ののののののののののののののの祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈ととととととととととととととうううううううううううううううササササササササササササササーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビススススススススススススススス ～～～～～～～～～～～～～～～
【事例】

　雑誌の広告を見てブレスレットを購入

した。後日、購入した業者から電話があっ

て「あなたの名前を書いた用紙を送れば

霊能者が運勢を見る」と連絡が。用紙を

送ったところ「先祖の供養をしなければ

災いが降りかかる」と言われ、不安になっ

て供養代 50 万円振り込んだ。

　その後も「祈とうが必要」と言われ

て 300 万円を要求されたうえ、「誰かに

言うとその人に災いが起こる」と言われ、

おかしいと思い始めた。

【ひとことアドバイス】

◇ 開運グッズを購入したことを

きっかけに、祈とうサービス

など関連商品の契約をさせら

れるトラブルです。

◇ 「あなたの邪気が強いので偉

いお坊さんに祈とうしてもら

う必要がある」「おはらいを

受ければ大金が手に入る」な

どと言われ、高額料金を支

払ったケースもあります。

◇ お金を多く払うことで「運が

開ける」「幸せになる」「救わ

れる」わけではありません。

不安をあおられてもきっぱり

と断りましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

こんな
とき、どうする？

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
33
・
8
％
（
今
年
２

月
現
在
）。
町
民
の
３
人
に
１
人
を
占
め
る

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
何
歳
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
介
護
予
防
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
介
護
予
防
い
き
い
き
講
座

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
老
人
ク
ラ
ブ
や
い
き
い

き
サ
ロ
ン
な
ど
に
出
向
き
、
実
技
な
ど
を
取

り
入
れ
た
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル

　

運
動
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
地
域
の
自
主

的
な
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
で
、
週
１
回
、

公
民
館
な
ど
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
や
童
謡
に
合
わ
せ
て
体
操
を

行
っ
た
り
、
定
期
的
に
体
力
測
定
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
元
気
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

「
最
近
、
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
」
と
感
じ

い
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
椅
子
に
座
っ
た
ま

ま
で
き
る
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
や
柔
軟
体
操
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内

介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内

①元気な 90歳を目指して

②転ばぬ先の知恵

③認知症を予防しよう！

④知ってトクする栄養の話

⑤生活習慣病はこうして防ぐ

⑥おいしく食べよう健
けんこう

口講話

⑦教えて！介護保険制度

⑧ココロを元気に！

【講座のテーマ】

【元気デイサービスの概要】

▼期間

　　4月～翌年 3月までの 1年間

▼場所（日時）

　・香住地域福祉センター

　　（毎月第 2、4金曜日 14:00 ～ 16:00）

　・むらおかこぶし園

　　（毎月第 1、3水曜日 10:00 ～ 12:00）

　・小代いこいの里

　　（毎月第 2、4月曜日 13:30 ～ 15:30）

　※日時は変更する場合があります。

▲ロープを使って体操を行う参加者
　 （4月 17 日、村岡区和池で行われた元気体操サー
クルの様子）
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災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
生
活
に
お
け
る

日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
う
た
め
に
４
月
14

日
、町
と
町
内
６
事
業
所
が
「
福
祉
避
難
所
」

の
開
設
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
と
は
、
災
害
時
の
避
難
生
活

で
特
別
な
配
慮
が
必
要
と
な
る
障
害
者
や
高

齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
町
が
開
設
す
る
も
の
で
、
対
象
者
が
安
心

し
て
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
体
制
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
町
で
は
福
祉
避
難
所
を
確
保
す
る

た
め
に
、
社
会
福
祉
法
人
や
宿
泊
施
設
な
ど

６
事
業
所
９
施
設（
下
記
一
覧
表
の
と
お
り
）

と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

 

町
内
６
事
業
者
と
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
開
設
協
定
を
締
結

　

災
害
時
要
援
護
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
！

　

昨
年
12
月
１
日
現
在
、
福
祉
避
難
所
の
受

け
入
れ
対
象
と
な
る
町
内
の
災
害
時
要
援
護

者
数
は
※

約
７
６
０
人
で
、
被
災
し
た
場
合

は
、
主
に
今
回
締
結
し
た
福
祉
避
難
所
で
受

け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
入
所

に
あ
た
っ
て
は
、
町
が
災
害
時
要
援
護
者
の

居
住
地
や
心
身
の
健
康
状
態
な
ど
を
考
慮
し

て
、
受
け
入
れ
可
能
な
福
祉
避
難
所
を
特
定

し
ま
す
。

　

協
定
書
に
は
①
災
害
時
に
町
が
事
業
者
に

受
け
入
れ
を
要
請
②
事
業
者
は
要
請
に
基
づ

き
受
け
入
れ
③
受
け
入
れ
期
間
は
原
則
７
日

以
内
④
物
資
は
町
と
介
助
者
が
、
ま
た
人
員

は
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
主
と
し
て
確
保
⑤
事

業
者
は
、
食
事
の
提
供
や
体
調
管
理
な
ど
日

常
生
活
の
支
援
を
行
う
―
―
な

ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
上
町
長
は
「
今
回
の
協
定

締
結
は
、
要
援
護
者
が
安
心
し

て
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
つ

な
が
る
大
き
な
一
歩
と
な
る
も

の
で
、
大
変
心
強
い
」
と
感
謝

を
述
べ
る
と
と
も
に
「
町
内
に

は
福
祉
避
難
所
の
空
白
地
域
も

あ
り
、
今
後
と
も
協
力
い
た
だ

け
る
事
業
者
や
施
設
の
数
を
増

や
す
こ
と
が
課
題
」
と
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、
６
事
業
者
の
う

ち
社
会
福
祉
法
人
香
美
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
田
中
秀
春
会
長
は
「
今
回
を

契
機
に
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
時
に
は
円

滑
に
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
体

制
の
強
化
を
図
り
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
回
の
協
定
以
外
に
も
さ
ら
に

福
祉
避
難
所
と
し
て
可
能
な
施
設
を
広
げ
て

い
く
と
と
も
に
、
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す

る
支
援
が
迅
速
、
的
確
に
行
え
る
よ
う
協
定

締
結
事
業
者
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【協定を締結した 6事業者と施設】
　■社会福祉法人香美町社会福祉協議会

　　・香住地域福祉センター（香住区森）

　　・村岡老人福祉センター（村岡区村岡）

　　・小代高齢者生活支援センター「いこいの里」

　　　（小代区忠宮）

　■公立香住病院

　　・介護老人保健施設「ゆうすげ」（香住区若松）

　■社会福祉法人香寿会

　　・特別養護老人ホーム「しいの木荘」（香住区森）

　■社会福祉法人みかたこぶしの里

　　・特別養護老人ホーム 「むらおかこぶし園」

　　　（村岡区村岡）

　　・特別養護老人ホーム「こぶし園」（小代区神水）

　■株式会社香住観光公社

　　・国民宿舎ファミリーイン今子浦（香住区境）

　■鉢伏開発観光株式会社

　　・リゾートヴィラハチ北（村岡区和池）

▲協定を締結した浜上町長と 6事業者の皆さん

※ 

「
福
祉
・
防
災
マ
ッ
プ
さ
さ
え
あ
い
要
援
護

者
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
た
要
援
護
者
の
う
ち
、

自
力
で
避
難
で
き
な
い
人

個人住民税均等割額が
年額 1,000 円引き上げ

防災・減災事業の財源として

●問い合わせ先　役場税務課

　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が

実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係

る地方税の臨時特例に関する法律」の施行に伴い、

平成 26 ～ 35 年度までの 10 年間、臨時的に個人

住民税の均等割額を、町民税と県民税ともに 500

円ずつ引き上げます（右表のとおり）。

　なお、この増額分は避難所などの防災拠点や防災

設備の整備などの財源に充てられます。

　皆さんの安全・安心を確保するため、ご理解とご

協力をよろしくお願いします。

現行
（平成25年度まで）

引き上げ額
改正後

（平成 26 ～ 35 年度）

個人住民税均等割額 4,800 円 1,000 円 5,800 円

町民税均等割額 3,000 円 500 円 3,500 円

県民税均等割額 1,800 円 500 円 2,300 円

個人住民税均等割額（年額）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

煌
々
と
蛍
烏
賊
の
船
入
港
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

自
転
車
屋
を
貫
く
一
代
桜
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

彼
岸
会
や
姉
妹
の
老
い
方
く
ら
し
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

花
冷
え
や
僧
侶
の
所
作
の
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

い
ぬ
ふ
ぐ
り
紙
飛
行
機
の
着
地
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柴 

光
代

申
告
に
出
合
い
し
恩
師
の
車
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

海
好
き
の
お
の
ず
と
海
へ
梅
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

浪
音
の
ゆ
さ
ぶ
る
木
の
芽
崖
不
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

春
の
風
漁
師
募
集
の
ビ
ラ
貼
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

若
草
の
牧
な
め
つ
く
す
牛
の
舌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

天
空
の
城
の
に
ぎ
わ
い
桜
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

晩
年
の
な
か
っ
た
父
母
の
春
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

前
山
の
春
は
白
か
ら
始
ま
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

文 芸 か み文 芸 か み
真真
ま さ ごま さ ご

砂砂俳句会俳句会
3月句会から3月句会から

空き家への居住を支援！
さとの空き家活用支援事業

●問い合わせ先

　役場企画課、県住宅政策課　℡ 078・362・3583

　兵庫県では、現在空き家になっ

ている木造一戸建て住宅において、

居住するために水回りなどの改修

をする人を対象として、その工事

費の一部を最大 100 万円（上限 3

分の 1）まで助成する「さとの空き

家活用支援事業」を募集しています。

対象住宅

次の①～③のすべてを満たすもの

①木造在来工法で建築された一戸建ての住宅

②水回り設備などの改修工事が必要と認められる住宅

　 （土間やかまどなどの改修、浴槽の改修、くみ取り便所

を水洗便所とする改修など）

③ 10年以上居住することが明らかな住宅

対象者

　空き家に居住しようとする人または空き家を賃貸住宅と

して活用する者

対象経費

　台所、浴室、便所（いずれかも可）の改修工事費および

これらに附帯する内外装改修工事費

募集期限

6 月 30 日（月）

 おめでとうございます

町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

第 45回日展　第 2科（洋画）入選

　題名「朝の厨房Ⅱ」

　　山田和司（香住区沖浦）

兵庫県のじぎく賞

　火災予防の夜警活動を長年にわたり実施

　　西谷 仁（村岡区福岡）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 26年 4月 15 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

ー
編
集
後
記
ー

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
。
道
端
の
雑
草

も
初
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
が
、
そ

れ
も
あ
っ
と
い
う
間
。
濃
緑
に
、
そ
し

て
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
る
名
を
知

ら
ぬ
草
。
人
の
成
長
に
比
べ
て
自
然
の

営
み
の
力
強
さ
、
早
さ
は
、
す
ご
い
の

一
言
で
す
▼
踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も

努
力
す
る
こ
と
を
「
雑
草
魂
」
と
言
う

そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
雑
草
を
見
て
る

と
精
神
論
だ
け
で
は
な
い
「
何
か
」
を

感
じ
ま
す
。
誰
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
も

な
く
自
然
の
中
で
生
き
抜
く
知
恵
を
育

み
、
生
命
力
に
富
み
、
個
で
な
く
集
団

で
命
を
つ
な
ぐ
。
日
々
生
活
す
る
上
で
、

意
外
な
所
に
お
手
本
が
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
▼
と
は
い
え
、
今
年
も
雑
草

先
生
と
は
、
熱
い
、
暑
い
、
戦
い
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
草
刈
り
機
と

い
う
武
器
を
手
に
し
て
も
、
い
つ
も
こ

ち
ら
が
根
負
け
し
て
し
ま
い
ま
す
が
…

（
み
う
ら
）

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（3/21 ～ 4/16）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（3/21 ～ 4/16）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
。
で
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
新
１
年
生
！

町
内
小
学
校
入
学
式
（
４
月
８
日
）

　

町
内
11
小
学
校
（
余
部
小
学
校
御
崎
分
校
を
含
む
）
で
４
月
８
日
に
一
斉
に
行
わ
れ
た
入
学
式
。

　

ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
自
慢
げ
に
背
負
い
、
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
小
学
校
の
門
を
く
ぐ
っ
た

新
１
年
生
。
今
年
は
町
内
で
１
３
５
人
が
、
緊
張
し
た
中
に
も
は
じ
け
る
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
話
を
よ
く
聞
き
、
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
小
学
校
生
活
を
思
い
っ
き
り
楽
し
も
う
ね
。

▲長井小学校の新入生の皆さん

▲兎塚小学校の新入生の皆さん

▲小代小学校の新入生の皆さん
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ふ
る
さ
と
の
味
を
給
食
に
！

　

ふ
る
さ
と
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た「
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
給
食
」

の
推
進
を
掲
げ
る
香
美
町
。
そ
の
拠
点
施
設
の
一
つ
、
村
岡
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
村
岡
区
入
江
に
完
成
し
３
月
26
日
、
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
参
加
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

で
竣
工
を
祝
っ
た
後
、
最
新
設
備
な
ど
を
導
入
し
た
セ
ン
タ
ー
内

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

旧
施
設
は
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
３
月
に
村
岡
小
学
校
敷
地

内
に
完
成
。
し
か
し
45
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
村
岡
小
学
校
の
耐
震
化
整
備
に
併
せ
て
、
射
添
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル
跡
地
に
改
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
鉄
骨
造
一

部
２
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
は
６
８
２
㎡
。
総
工
費
は
約
３
億

８
千
万
円
で
す
。

　

明
る
く
衛
生
的
な
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
や
快
適
な
作
業
環
境
を
実

現
し
た
オ
ー
ル
電
化
の
ほ
か
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
の

特
別
食
コ
ー
ナ
ー
や
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
の
野
菜
ス
ト
ッ

ク
用
の
冷
蔵
庫
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
給
食
の
提
供
範
囲
は
、

村
岡
区
内
の
小
中
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
７
施
設
で
、
４
月
14
日
か

ら
子
ど
も
た
ち
約
４
０
０
人

に
ふ
る
さ
と
の
味
を
届
け
て

い
ま
す
。

　

式
典
で
浜
上
町
長
は
「
こ

の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
、
ふ
る

さ
と
給
食
の
中
心
施
設
と

し
て
地
産
地
消
を
後
押
し
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
体

づ
く
り
と
食
育
の
推
進
に
大

い
に
役
立
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

村
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
記
念
式
典
（
３
月
26
日
）

▲真新しい調理器具を見学する関係者

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
海
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
施
設
が
完
成
！

初
め
て
の
「
魚
（
と
と
）
の
日
」
を
記
念
し
て
、
魚
尽
く
し
の
１
日
！

香
美
町
立
ジ
オ
パ
ー
ク
と
海
の
文
化
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
４
月
５
日
）

魚
を
食
べ
よ
う
！ 

と
と
フ
ェ
ス
（
４
月
20
日
、
香
住
水
産
加
工
業
協
同
組
合
上
屋
）

　

香
美
町
海
の
文
化
館(

香
住
区
境)

が

４
月
５
日
、新
た
に「
香
美
町
立
ジ
オ
パ
ー

ク
と
海
の
文
化
館
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
。
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
で
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

　

浜
上
町
長
は
「
町
の
魅
力
を
発
信
す
る

素
晴
ら
し
い
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。
観

光
の
拠
点
施
設
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

香
美
町
海
の
文
化
館
は
平
成
７
年
に
開

設
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ　

水
産
振
興
と
魚
食
の
普
及
・
拡
大
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
た
「
香
美
町
魚
食

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」。
４
月
１
か
ら
の
施
行
を
記
念
し
て
同
月
20

日
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
魚
を
食
べ
よ
う
！ 

と
と
フ
ェ
ス
」
が
香
住
水
産
加
工

業
協
同
組
合
の
上
屋
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
条
例
で
は
、
毎
月
20
日
を
「
魚
（
と
と
）
の
日
」、
ま
た
毎
年
10
月
を
「
香

美
町
魚
食
普
及
月
間
」
と
し
、
町
内
産
の
水
産
物
の
消
費
拡
大
や
地
産
地
消
、

そ
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
目
標
に
掲
げ
て
い
て
、
こ
う
し
た
魚

食
の
推
進
に
特
化
し
た
条
例
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
日
の
「
と
と
フ
ェ
ス
」
は
、
条
例
施
行
後
に
初
め
て
迎
え
る
「
魚
（
と

と
）
の
日
」
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。
最
大
の
売
り
物
は
「
と
と
の
量
り

売
り
」
で
、
水
産
加
工
品
や
新
鮮
な
魚
介
類
を
１
㎏
当
た
り
１
０
１
０
円
で
販

売
。
地
元
産
が
市
場
よ
り
安
く
手
に
入
る
と
あ
っ
て
、
多
く
の
人
が
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

ト
ワ
ー
ク
へ
の
再
認
定
審
査
に
合
わ
せ
、

内
装
や
展
示
内
容
な
ど
を
一
新
。
昨
年
４

月
か
ら
約
９
千
万
円
を
か
け
て
改
修
工
事

を
行
い
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
触
れ
、
学
べ
る

施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

１
階
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
形
、
地
質
、

ま
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
生
み
出
し
た
産
業
、

文
化
な
ど
を
紹
介
、
２
階
は
漁
業
や
魚
介

類
の
展
示
物
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

入
館
は
無
料
（
水
産
加
工
体
験
実
習
は

有
料
）
で
、
開
館
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
。
毎
週
水
曜
日
と
年
末
年
始
が
休

館
で
す
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
）。

▲新鮮なスルメイカを買い求める来場者

▲来場者に模型を使って町内の特色ある地形を説明する
　中川憲幸館長（写真左）



◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
110

号
）
平
成
26
年
5
月
8
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 26 年 4月 1日現在）

合　計　19,720 人（－  91）

　男　　 9,440 人（－  42）

　女　　10,280 人（－  49）

世帯数  6,765 世帯（－　6）

カッコ内は前月比

第
44
回

し
た
が
、
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

右
手
に
筆
、
左
手
に
紙
の
束
を
持
っ
て
い
ま
す
。
帝
釈
寺

の
縁
起
（
起
源
や
由
来
な
ど
の
言
い
伝
え
）
に
は
「
右
の
手

に
筆
を
と
り
、
左
の
手
に
帳
を
持
ち
て
、
一
切
衆

し
ゅ
じ
ょ
う生

の
善
悪

を
注さ

す
」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
人
間
の
善
悪
の
行
い
を
記

録
・
監
視
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
背
中
の
木

の
板
に
は
墨
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
正

安
３
（
１
３
０
１
）
年
、
高
階
家
の
女
性
が
現
世
を
穏
や
か

に
、
未
来
は
良
く
な
る
よ
う
に
と
祈
願
し
て
作
っ
た
も

の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、富
山
県
の
立
山
博
物
館
で
「
立
山
と
帝
釈
天
」

と
い
う
企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
展
は
、

立
山
信
仰
の
重
要
な
側
面
で
あ
る
帝
釈
天
信
仰
を
取
り

上
げ
た
も
の
で
、
同
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
国
指
定
重

要
文
化
財
「
銅
造
男
神
立
像
」
を
調
査
し
た
結
果
、
帝

釈
天
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
し
た
。

　

調
査
に
あ
た
っ
た
帝
塚
山
大
学
の
杉
崎
貴た

か

ひ

で英
准
教
授

に
よ
る
と
、
こ
の
像
の
胸
に
彫
ら
れ
た
銘
文
に
は
「
法

華
経
６
部
を
仏
像
の
中
に
納
め
る
」
と
書
か
れ
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
。
仏
像
内
に
経
文
を
納
め
る
行
為
は
、

平
安
時
代
中
期
以
降
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
、
極
楽
往
生

や
現
世
利
益
を
願
っ
て
経
文
を
地
面
に
埋
め
る「
経
塚
」

と
同
じ
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
前
、
本
誌
第
71
号
（
平
成
23
年
２
月
10
日
発
行
）
で
ご

紹
介
し
た
帝
釈
寺
所
蔵
の
「
青
銅
製
経
筒
」
も
、
こ
う
し
た

帝
釈
天
信
仰
に
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
杉
崎
准

教
授
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
善
行
、
悪
行
の
す
べ
て
記
録
す
る
帝
釈
天
。
そ
し

て
当
時
の
人
々
が
祈
り
を
込
め
た
経
筒
。
私
た
ち
の
普
段
の

行
い
を
見
つ
め
直
す
道
標
が
、
今
も
な
お
身
近
な
場
所
で
息

づ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
ふ
る
さ
と
の
誇
り
」
は
、
帝
釈
寺

（
香
住
区
下
浜
）
の
本
尊
、秘
仏
「
木
造
帝
釈
天
倚
像
」
で
す
。

こ
の
秘
仏
は
13
年
に
一
度
開
帳
さ
れ
て
一
般
に
公
開
さ
れ
ま

す
が
、
今
年
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
に
当
た
り
、
去
る
４
月
13

日
に
開
帳
さ
れ
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
秘
仏
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
高
さ
は

１
４
４
・
９
㎝
、
椅
子
に
座
っ
た
姿
で
座
高
は
90
・
５
㎝
。

両
目
に
加
え
て
額
に
も
う
一
眼
あ
る
ほ
か
、
衣
の
下
に
は

甲
か
っ
ち
ゅ
う冑
を
ま
と
っ
て
い
ま
す
。帝
釈
天
は
仏
法
を
守
護
す
る「
戦

い
の
神
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
甲
冑
を
つ
け
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
帝
釈
天
は
、
イ
ン
ド

の
バ
ラ
モ
ン
教
の
神
で
「
イ
ン
ド
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
軍
神
で

木
造
帝

た

い

し

ゃ

く

て

ん

釈
天
椅い

ぞ

う像

帝
釈
寺
所
蔵

県
指
定
重
要
文
化
財


